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協
会
電
話
対
応
時
間
の
ご
案
内

　

協
会
の
電
話
に
よ
る
対
応
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
所
定
の
時
間
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
、
日
、
祝
日
、
弊
会
休
業
日
を
除
く

日
時　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

井
上
亮
氏
（
摂
津
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

下
顎
位
を
考
慮
し
た
こ
ど
も
の
咬
み
合
わ
せ
治
療

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
】
大
阪
市
南
部
地
区
講
習
会

日
時　

11
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

宇
治
田
竜
一
氏
（
協
会
経
税
部
員
・
大
阪
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

30
人

経
営
が
楽
し
く
な
る
会
計
の
ベ
タ
な
話

院
長
経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

11
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

 

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

小
川
芙
美
氏
（
市
立
池
田
病
院
歯
科
口
腔
外
科
副
部

長
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人

口
腔
粘
膜
疾
患
診
断
の
ポ
イ
ン
ト

11
月
度
生
涯
研
修

会
員
投
稿
を
募
集

市民講座のパンフ同封２
０
２
３
新
年
号

日
時　

11
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

 

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

清
水
聖
保
氏
（
清
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
〈
東
淀
川

区
〉・
精
神
保
健
指
定
医
・
精
神
科
専
門
医
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

80
人
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？
認
知
症
・
精
神
疾
患
を
持
つ

患
者
さ
ん
へ
の
対
応
―
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
医
科
か

ら
歯
科
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
】
大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
・
北
河
内
地
区
講
習
会

を
持
つ
者
が
増
え
れ
ば
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
使
う

者
も
自
ず
と
増
え
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
が
上
が

る
と
い
う
目
論
見
で
す
。

購
買
履
歴
で
プ
ロ

購
買
履
歴
で
プ
ロ

フ
ァ
イ
リ
ン
グ

フ
ァ
イ
リ
ン
グ

　

こ
の
よ
う
に
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
付
与
は
、
カ
ー
ド
普

及
政
策
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
政
策
を
抱
き
合
わ
せ
た
も

の
な
の
で
す
が
、
政
府
が
現

在
検
討
し
て
い
る
「
デ
ジ
タ

ル
給
与
払
い
」
―
―
給
与
を

現
金
や
口
座
振
込
で
は
な

く
、
○
○
ペ
イ
な
ど
で
支
払

う
―
―
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
政
策
の
一
環
で
す
。
こ
う

し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は

連
載
１
回
目
で
述
べ
た
購
買

履
歴
（
い
つ
、
誰
が
、
何

を
、
ど
こ
で
買
っ
た
か
）
等

に
よ
る
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

の
実
現
、
精
緻
化
と
つ
な
が

っ
て
い
る
の
で
す
。

 

（
つ
づ
く
）

　

「
成
長
」
を
追
求
す
る
維
新
行
政

が
始
ま
っ
て
10
年
余
り
、
大
阪
の
経

済
は
成
長
し
て
い
る
の
か
。

　

府
が
22
年
５
月
に
発
表
し
た
19
年

度
の
「
大
阪
府
民
経
済
計
算
」
に
よ

る
と
、
19
年
度
の
府
内
総
生
産
額
は

前
年
度
比
実
質
１
・
５
％
減
で
、
２

年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
。
全
国
平

均
の
０
・
３
％
減
に
比
べ
て
も
大
幅

な
落
ち
込
み
で
あ
る
。

　

落
ち
込
み
の
要
因
と
し
て
、
消
費

税
増
税
、
中
国
経
済
の
減
速
、
韓
国

か
ら
の
客
数
の
大
幅
減
、
九
州
北
部

豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
、
年
明
け
の

コ
ロ
ナ
の
影
響
な
ど
を
挙
げ
て
い
る

が
、
全
国
に
も
当
て
は
ま
る
問
題
。

同
じ
関
西
の
京
都
、
兵
庫
と
比
べ
て

も
大
阪
の
落
ち
込
み
は
異
常
だ
。

　

日
本
経
済
が
長
期
低
迷
す
る
な

か
、
大
阪
府
は
特
に
低
調
で
、
府
内

総
生
産
（
名
目
）
の
全
国
シ
ェ
ア
は

11
年
度
の
７
・
６
％
か
ら
19
年
度
は

７
・
４
％
に
下
が
っ
て
い
る
。

　

府
の
主
な
「
成
長
戦
略
」
は
外
国

人
観
光
客
や
大
型
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

内
外
の
集
客
力
強
化
。
最
大
の
目
玉

が
夢
洲
へ
の
カ
ジ
ノ
誘
致
で
あ
る
。

破
た
ん
必
至
の
カ
ジ
ノ
に
巨
額
の
公

金
を
投
入
す
れ
ば
、
大
阪
は
ま
す
ま

す
衰
退
す
る
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大

阪
連
絡
会
は
、
松
本
歯
科
大
学

・
笠
原
浩
名
誉
教
授
の
市
民
講

座（
昨
年
10
月
開
催
）の
内
容
を

ま
と
め
た
パ
ン
フ
（
一
冊
一
〇

〇
円
・
送
料
別
）
を
発
行
し
た
。

【
原
稿
】
①
趣
味
②
日
常
臨
床
③

新
年
に
思
う
こ
と
④
エ
ッ
セ
イ
や

俳
句
⑤
干
支
・
卯
に
ま
つ
わ
る
こ

と
―
―
な
ど
。
６
０
０
字
以
内
。

【
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
】
新
年
や
冬

に
ま
つ
わ
る
風
景
、
人
物
、
家
族

写
真
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
。

※
応
募
は
郵
便
で
新
聞
部
ま
で
。

原
稿
は
顔
写
真
を
同
封
。
12
月
10

日
必
着
。

（
１
面
か
ら
つ
づ
き
）

無料相談

法
律　

12
月
５
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

雇
用　

12
月
15
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

12
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
推
進
図
る
政
府

の
推
進
図
る
政
府

　

17
年
、
政
府
は
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
比
率
を
27
年
に

４
割
程
度
に
引
き
上
げ
る
と

す
る
計
画
を
閣
議
決
定
し
、

翌
年
、
経
産
省
は
こ
れ
を
２

年
前
倒
し
に
す
る
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

決
め
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
は
、
商
品
な
ど
の

代
金
支
払
い
に
、
現
金
で
は

な
く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
を
使
う
こ
と
で
す
が
、

近
年
で
は
ス
マ
ホ
を
使
っ
た

○
○
ペ
イ
な
ど
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
は
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
先
進
国
で
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率

が
15
年
時
点
で
４
〜
６
割
な

の
に
対
し
、
日
本
は
２
割
弱

と
遅
れ
て
い
る
と
危
機
感
を

露
わ
に
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
総
務
省
は
、
自
治

体
が
住
民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
へ
の
景
品
と
し
て
ポ
イ
ン

ト
を
渡
し
、
地
域
の
商
店
等

で
現
金
代
わ
り
に
使
っ
て
も

ら
う
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
政
策

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
の

は
難
し
く
、
使
え
る
商
店
等

も
少
な
く
、
全
国
的
に
広
が

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
総
務
省
は
、
自

治
体
ポ
イ
ン
ト
の
魅
力
ア
ッ

プ
の
た
め
民
間
企
業
の
ポ
イ

ン
ト
や
マ
イ
ル
と
交
換
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に

目
を
付
け
た
政
府
は
、
名
を

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
変
え
、

カ
ー
ド
取
得
時
の
「
お
ま
け
」

に
し
た
の
で
す
。
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
は
そ
の
ま
ま
で
は
使

え
ま
せ
ん
。
○
○
ペ
イ
な
ど

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ

ー
ビ
ス
に
登
録
し
、
ポ
イ
ン

ト
や
マ
イ
ル
に
交
換
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ド
取

得
に
よ
り
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

暴
力
根
絶
に
向
け
た
国
際
的
取
り
組
み

関
西
医
科
大
学
看
護
学
部
精
神
看
護
学
領
域
教
授　

三
木
明
子
氏

防
止
す
る
有
効
策
は
あ
る
か

第４回

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
医
療

従
事
者
の
安
全
と
健
康
を
守

る
た
め
の
動
き
は
あ
る
が
、

医
療
従
事
者
に
対
す
る
法
的

支
援
や
補
償
に
つ
い
て
十
分

で
は
な
く
、
暴
力
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
有
効
策
は
明
確
に

さ
れ
て
い
な
い
。

歯
科
界
で
も

知
見
の
積
み
重
ね
を

　

で
は
患
者
暴
力
に
対
し
て

有
効
策
は
あ
る
の
か
。
患
者

等
か
ら
の
医
療
従
事
者
へ
の

暴
力
を
防
止
し
、
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
の
組
織
的
介
入

の
有
効
性
を
評
価
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
Ｃ
ｏ
ｃ
ｈ
ｒ

ａ
ｎ
レ
ビ
ュ
ー
３
）

の
結
果

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
は
、
２
０
２
０
年
９
月

17
日
の
世
界
患
者
安
全
の
日

に
、
医
療
従
事
者
の
安
全
は

患
者
の
安
全
の
た
め
の
優
先

事
項
と
し
、
す
べ
て
の
加
盟

国
、
政
府
間
組
織
、
労
働
組

合
、
患
者
団
体
な
ど
に
対

し
、
医
療
従
事
者
の
安
全
と

患
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
、
緊
急
か
つ
持
続
可
能

な
行
動
を
と
る
こ
と
を
約
束

す
る
よ
う
促
し
た
１
）
。

医
療
従
事
者
の
法
的

支
援
・
補
償
に
課
題

　

２
０
２
０
年
９
月
、
世
界

医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
は
、
暴

力
と
健
康
に
関
す
る
声
明
を

出
し
、
様
々
な
形
態
の
暴
力

を
非
難
す
る
方
針
を
策
定
し

た
２
）
。
医
療
機
関
、
医
療
従

事
者
、
患
者
に
対
す
る
暴
力

や
攻
撃
は
、
医
療
倫
理
、
国

際
人
道
法
、
国
際
人
権
法
に

違
反
し
て
い
る
。
職
場
ご
と

に
暴
力
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

制
定
し
、
暴
力
防
止
と
管
理

を
す
る
必
要
性
を
示
し
た
。

Ｗ
Ｍ
Ａ
は
、
暴
力
が
予
防
可

能
な
公
衆
衛
生
上
の
重
要
な

課
題
と
認
識
し
、
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
し
て
の
医
師
の
卓
越

し
た
役
割
を
確
認
し
、
暴
力

の
被
害
者
の
ケ
ア
と
支
援
に

お
い
て
行
動
す
る
こ
と
を
約

束
し
て
い
る
。
構
成
メ
ン
バ

ー
に
向
け
て
、
暴
力
防
止
に

関
す
る
適
切
な
知
識
と
科
学

的
根
拠
を
政
府
関
係
者
に
助

言
す
る
こ
と
、
学
部
や
大
学

院
の
医
学
教
育
や
継
続
教
育

に
暴
力
と
そ
の
防
止
に
関
す

る
コ
ー
ス
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
含
め
る
こ
と
を
推
奨
し
て

い
る
。
ま
た
、
職
場
で
暴
力

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
医
療
従

事
者
に
対
す
る
法
的
支
援
、

医
療
機
関
に
保
安
所
を
設
置

す
る
こ
と
、
負
傷
し
た
医
療

従
事
者
の
た
め
の
財
政
的
補

償
や
休
暇
に
つ
い
て
も
示
し

で
は
、
精
神
科
や
救
急
病
棟

で
の
暴
力
予
防
、
暴
力
管

理
、
環
境
変
化
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
た
介
入
に
よ
り
全
体

的
な
攻
撃
性
が
低
下
す
る
と

い
う
明
確
な
エ
ビ
デ
ン
ス
は

な
か
っ
た
（OR:0.85, 95%

CI
：0.63-1.15

）。
ま
た
、

救
急
病
棟
の
研
究
で
は
攻
撃

性
の
減
少
は
み
ら
れ
ず
、
評

価
す
る
の
に
十
分
な
デ
ー
タ

が
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
現

時
点
で
、
標
準
化
さ
れ
た
組

織
的
な
介
入
や
実
効
性
の
高

い
対
策
は
示
さ
れ
て
い
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
歯
科
診

療
の
現
場
か
ら
患
者
暴
力
に

う
ま
く
対
応
で
き
た
グ
ッ
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
収
集
し
、

予防策予防策
トラブル対応トラブル対応

の

と

患者暴力患者暴力等等

知
見
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
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全
国
平
均
と
比
べ
衰
退
顕
著

「
成
長
戦
略
」
の
失
敗

大阪維新大阪維新
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京
都
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兵
庫
県

大
阪
府

全
国
平
均

日
時　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

講
師　

 

金
平
茂
紀
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
局
記
者
・
キ
ャ
ス
タ
ー
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

50
人
＋
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

※
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

憲
法
が
変
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
の
時
に
〜

改
憲
と
戦
争
の
足
音
が
迫
る
中
で
〜

【
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
】
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
主
催


